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１．目的 

 本研究は、俯瞰視点映像と選手視点映像のフィ

ードバック（以下 FB）が、ゲーム状況での戦術的

理解とパフォーマンス向上に有効かを検討するこ

とを目的とする。 

 

２．研究方法 

１）対象者：T小学校５年生６名 

２）調査方法：俯瞰視点映像及び VRでの FBを与

える赤チームと俯瞰視点映像の FB のみ与える

青チームに分け、ゲームをした後、FB を行う。 

３）分析方法：戦術知識テストは T検定、サポー

ト率の変容は一元配置分散分析、パス後のサポ

ート行動の割合はパターンごとの出現頻度を算

出しインタビュー結果をもとに考察していく。 

 

３．結果 

１）戦術知識テスト結果 

・スペース活用問題の正答

率は、赤が 93％、青が 72％

（p＜.05）と赤が青より有意

に高かった。 

２）有効なサポート率の変容結果 

・赤のサポート率は 25％→86％(p＜.05)と有意に

サポート率が上昇し、青は 22%→39%(p＜.10)と

有意傾向を示した。 

３）サポート行動の割合の変化 

A パス後にスペースへ移動 

B パス後にスペースでないところに移動 

C パス後動かない 

・赤は Aの割合が増え B・Cが減少した。青はサポ

ート行動の割合変化は 3日間を通して規則性が

なく結果にばらつきが見えた。 

 

４．考察 

・サポート行動の割合は、パス試行回数の少なさ

が結果に影響したと考えられる。 

・選手視点映像の FBにより、戦術知識をフィール

ドに近い状況で構造化することが可能となった。

そして、松本ら（2015）は、状況判断を向上さ

せるためにはフィールド上でのパフォーマンス

を FB し、状況判断能力を高めるトレーニング

が必要であると示している。実際に FB を受け

た児童のインタビューでは、「敵が向いていない

方に動いた」という結果が得られた。このこと

から、児童が自分の DF 時の目線や体の向きを

把握できるようになり、中川（1984）が示した

状況判断のうち、認知や予測能力が向上したと

考えられる。 

 

５．結論 

小学生を対象に俯瞰視点映像に加えて選手視点

映像のフィードバックが状況判断能力の向上に寄

与することが示唆された。今後は、選手視点映像

を活用し、小学校体育における戦術的理解の指導

をより効率的に進めることが求められるだろう。 
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